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ワーズワスとフランス吊命

栄 l. l. l 稔

f

J

 

ツーズ'1スは1791年11月2211IJ ンドン i•発ってプライ I· ヘルムス I· ンヘff 

< i皮はここで使糾辺：えて`2611の仮イギリスを離れ． ＇l-;!271:I(/9)1:01ディ .:I.I 
プに 1：陸．3（）1.Iの夕亥IIパ IJIこがi＜，そして12J15 1 1パリを出発した彼は翌(3

I 

11オルレアンに到沿している こうして 1年余に及ぷフランスポ命の渦中の
fしり、ー 1

生活がはじまるのである li.： i111』第遷と卯（）をの←一部はこのフランス澗

｛£を扱・，ている

このIIり期に＇Jーズ＇／スはなぜ フランスヘiliヽ9たのだろうか iK I•• I’9.~·-I 

仄人に 兄はフランス胎の勉強のためにオルレアンにいます 1 と報 じてし

る したがって．フランス語やliりが親族のあいだて認められていたJ.ll!l.11であ

たろう lIi)じ手紙には．帰国後 兄は近束のことばの勉強をは じめるでし

tう とも此されている これは'Jーズ'1スがヘプライi!iやアサピア制を勉

強 Lて．学間のある牧師となる削備をするように親族から期待されていたこ

とをぷLている せまい教区にしばりつけられる牧師にはなりたくなかっt

＇］ーズ ’Jスが．この期待を1iil避Lようと Lたのは当然だろう

細 In]避の4i)Jなl嗅にされた フラン対語やl1t}は彼に 、1化か花い糾I:I:の杭

行の町:J すなわち大胚旅行に出る金持の(•弟のつきそい家庭教師 となる
t格を‘iえる＇からで ある このように別のit9筍'i.格となるフウンスH評I1り

を1戊と Lて彼は親族の同意をえたとぢえられる 今IIも）寸胚のことばはそ

の国へfliかけて学ぷのがtii然と名えられていること．また イギリスにいて

フランスに1わても．ま 'Jた＜．あるいはほぽl,iじくらいのわすかな費lii

で生活でさ る 1ことを名えれば．親族が彼のフラン
2 

と判断したのも tii然であヽ、たろう ワーズ’Iス

紐 1で＇フランス語を沈船に話す 勉強1こなるように． イギリス人の通ると
3 

ころをさけようと思ってオルレアンヘfわた とIr、』ている また 1輝 I
(1805)第 9巷では． ととして 1フラン刃語をもヽ、と気楽1こ話せるように1

嶋

りたいという団人的な希甲 が彼をフランスヘ辺いたと1}いている 彼

・り
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'Jーズ’Iスとフランズが命 ー103

仏のil的が親族の期待と「d]じフランス柄剌りであったことを否定Lて

、 LかL彼が ，n-=111じではフランス語をも 、と流9品に話したいという彼の

詔！が 個人的 なものだったと断わっている点には注意を＇投するこれ｛

ドロシーの手紙が代ょする親族の期待とは異なって．彼がフランス語刊得と

である

格とを直結することを柚っていたように思わせる さらにこの表現9

仏の意図に親族の意図からはずれた(nJかがあったことを感じさせるの

ワーズ’1スは IFlt) " （185(）)ではフランス語や1得へのIf及を削除し，前

年の1790年の反．アルプスをめざす徒歩旅行でフ ランスを踏破したときのこ

とを思いだしながら． フランスを梵Lをいざないよせた5，と改,nした 彼の
心をひいたものは．旅行中の古位によ って具体的にみると． フランス人の

礼節」・具の博愛心． 快活さ ，． 阻気さ 等となるだろう 彼は旅行中に

したイクリア人． スイス人． ドイツ人と比較して、これらの災点をフラン

人の特質と考える ただ他の国民に公平を期するために．彼はつぎのよう

こつけ加えることを忘れなかった Lかし私がフランスを横き・ったのは国

民全体が革命の成り行さに狂粁・していた時期で たことを注意しておかt

ければなりません 非常に典味のある時期にフランスにいたことになるので

弘は多くの楽しい也面をみましたが．その場批のおも Lろさはひとえに

ヒの理由に由来していたのです すなわちワーズ＇］スの心を強くとらえ

て｀ふたたびフランスヘ赴かせた魅JJは革命の成功IC俗うフランス人がポし

ていた多くの人間的災竹であった，このように ｝―i 1IIU (185(））は IF 
曲： （1805)にくらぺれば ’7ーズツスの関心を語学よりもい';,そう革命に

近づけている そして1805年版で暗ぷされていた語学以外の渡仏のH的は11¥

命にたいするI関心であ 9』たと息わせる Lかし ーJ針町の，記述9. .tw.命ドのフ
ることが[i的の部であったと積極的に，iうことを彼にためらわ

せた何かを感［させるのである

フランス到灼後の記述も氷命にたいするIMI心の低さを強調しているようt.・

印象を‘わえる なるほど彼はバリ至ll1行のl,1月3(Jliから出発の12月51:1まで．

とくに革命後の名所を駈けめく”っている 西はパスナイーユ陥落 l周年記念

祭の会楊とな 』ヽたマルスの広島．東はバスティーユの廃墟や咽ア ントソ

の労働者紺北はモンパルナス．南はパンテオン盆廟を油れてし、る ことに

パスティーユの廃墟ではがれきの山から記念の石ころをひろい． 熱狂者ら

そおご，て ポケ／卜にLまいこむ 9)笠際．心の奥底には革命に関して烈L

(103) 
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く動く歓喜がないわけではなかったけれども、彼は同時に 実際に感じた以

上の感激をよそおいながら、みつけるこ とのできない何かを求めている と

感 じないわけにはいかない そこには何か別のものを期待して革命のフラ ン

スヘ渡り、期待をうらぎられた．あるいはうらぎられることを知っている人

間の冷えた心が感じられるように思われる 吊命を記念するすべての市物も

彼を感動させ，歓喜させる力の点で、 シャ ルル ・ル ・プラ ンの描いたマグダ

レーヌの肖像画1枚にも及ばなかったというのは鋭いが しかし痛ましい自

己分析である またオルレア ンに落ちがfいてからもヮーズワスは ~L命の衝
幣をt庄とんど感じなかった点を強調する 国中のすべてのかん木や樹木が

根もとまで揺れているとき，私はカ ラスばりの糾室のなかの花のように平穏
I 0 

とい）てよいくらいのん気で気楽だ Jと そして彼はことは，風俗門慎挙

止．表梢そのほか日常生活のあらゆる外貌の珍らしさに注意をうばわれてい

たのである ここにも勢いこんで革命を語ることをち ゅうち ょする姿勢がみ

られるように思われる

しかしわれわれはワーズリスがフランスにたいする関心の中心にHt命を据
えることにちゅうちょしているのではなく、市丈 奇妙に思える匠と II氷命

に無関心であり、彼の 若さにふさわしいと当然思われる性とには I2喜ばな

かったのだという記述をことはどおり受け入れてみよう そしてその理由を

聞くことにしよう ワースワスはほかの人たちと阿しように彼も当時の上要

な政治論のハンフレ ノトを読んでいたとはう しかし眼前に偶発する市件を

統合する助けとなるような全体的な見通しを与える定期的な報迎の類をみ

る機会をもたなかった彼には、すぺての1f件かはらばらで意味のないものに
みえ，烈しい興味をかきたてることかなかったのてある ちtうと彼は 必

要な知識も準備もなくふいに劇場へはいって行くと，舞台てはもう終りに近
I 3 

い茄かせっせと演しられていた ときのように呆然としていたと'fうわけで

ある ワースワスは第2の理由としてこの頃はちょうとH≪命の 蚊初のJ点か
I 4 

吹き過きて 彼の注意をひく＂件のとほしい時期てあ ったことをあげてい

る 1791年 9月14日ルイ16世は国民に忠誠を誓い． 3OH立憲議会が解散．翌

10月1日には立法議会が成tし， 革命のI:l悦は遠せられた 何と幸屈な2.
質を国民は回復したことたろ 5.Jという国王のことは＇を聞いた。そして忌避

俯侶に厳しく公民‘ft打を要求する11月291:Jの法令が力 I・リック教徒のあいだ

に慣激をひろめるまで国内の'F和が乱されることはなかった。また亡命“
族や外国の勢））もこの平和を召かすまでにはなっていなかったのであるc 最

(104) 
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ズワスとフランスぷ命ー 105

りにも当然の

している

．むLろ"

てmゃ血校の
しを過した学都ケンプリ

皿み
t`なでを-． 
柑
s ー

人
n" 

て全Uに開かれ
の主杓i, 投るぺき）J

tEの笏もはなやか―------
よ...‘て構成されるft.:

I !） 

主権 のまえにその権威を失げするのは当然の市態―てし

る

れていた投るぺき）］の

かたちで体験したn然と
る）Jが彼に啓,j

落以
I 6 

"’ 反使 として長るぺさJ)の距ぷ

住ん

r]然の．1[物を通じて距ぷ される 艮るぺきJJ と
ズtJA. 

の＿

みた

だの中間

i：的現

ふ“ 彼l

るペ

この

えて．現丈'lltUI

う悲劇的な人ltl的(F(・EとしてのTI：点）；ぇ

た

のであるこのとさかって彼に身近かで

るぺさ）］の距ぷ は． n然の!Jf物を媒介とする神のルの現われ

JOS 
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ったという宗教的な理解を与えられ，この力の 主権 にしたがうことが精

神のよりどころとなったのである

われわれは 自然と神のただ一つの主権， 畏るべき力の身近かな穎ポ

にのみ服従する人間という表現から、上のよ うに人間の天使的存在様式と人

間的存在様式とを思い出さざるをえない そしてワーズワスの精神の成長の

軌跡をたどってきた読者は， 革命を当然と考え， また革命の実現する社会の

構成員を後者にしたがって生きる人間と考えるだろう しかし後者，すなわ

ち人問的存在様式は，社会がいかに民主的な原理で統治されようとまたい

かに物竹的に繁栄しようとそのような外的条件には影密されない根本的に悲

劇的な人問のあり）jであるから，これは革命の目ざす社会改依と直接結びつ

く心のてやはないのである したがって［＇條命をみるワーズワスの心底には人間

を天使的存在とみる考えが復活していたのではないかと考えられる そうす

れは彼が柏命によせた情熱を一種の後退と考え，そのため梢熱の表現をおさ

える意識が1動いたということもありうるだろう この点をつきぐに検討してみ
ることにしよう

ワーズワスは革命についての知識の不足比較的安定していた梢努そし

て栢命を当然すぎることとする気持のために革命に関心かもてなかったと，i―

）た このような彼の関心を革命にむかわせた原因は， J杓川 の叙述の順

序にしたがえば、第 1に王党派によ って，1;命に加えられた偏見にみちた攻幣
であ った オルレアンのワーズワスの止宿先にはt庄かに 4人の下宿人があ

り． うち 3人は騎兵隊の」：＇[]'であ汀と やがて翌年の早春フロワヘ移 ）た彼

はここでも陸軍の将校たちを同宿人とした 2つの町を舞台とするこの将校

たちとの交際ぱ他の多くの場合と同しように 序曲 では ＇ロワール河畔
20 

のある町 での出来ボとして融合されている この七官たちはすべて上流階

級の出身者であり、 1人を別にすれば 起った1削態をもとにもどすことに腐
2 I 

心 する玉党派であった 『Jーズリスはこの土官たちと交際するうちに Itli命

を 自然の必然的な流れ L とは考えない人々のいることを知ったのである

そして彼等に反論するために彼のかくれた熱意はまるて 極地の夏のように
22 

一時に盛りとなった のだ Jと 今注意すべきはこの王党派の 1：官たちの描

写が強く町ちたk（史たちを連想させる点てある R. J.オノラートウは蚊近
2 J 

の研究て、この描'I/は 交園喪失第 2巻の絶屯的な堕反使どもの会1戊の

描写を明瞭に思い出させる内き方 であると指摘している またとりわけ詳
2 ~ 

細に記述される 1人の l：官について` ・美しさを破壊されてしまった肉体．

(106) 
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ワーズ'9スとフランス布命 ー107

だたしい思いに苫しめられている精神．浴らつかない身体の動き．復笞心

にもえて剣をまさぐる指すべてがミルトンの描いたセイクンを暗示し柘l

時に心の深部を烈し；？ぶfi'訳：食いあらされた．男らしい印象的な人物を賠ぷ
る とi9}いている たしかにミルトンのセイクンも、たとえ 容姿の輝

て た としても．彼をかっての栄光の座から追った神にたいする 抜く

にもえている そして復門のため鉗身地球へ飛ぷ英雄的な

面をそなえているのである このように’7ーズ’1スが王党派のL・’ffたちを

堕ちた天使たち．そのうちの ，1人をセイタ ンとしてとらえているとすれlが

すした］こ ＿Kの神．あるいは神には及ばずとみて内而彼 、•9
が奸計による攻撃の対象とした楽園のアダムとイプ， EJi落以前の人類の祖先
を船i命の勢力と結びつけていたと考えか

ツーズワスの関心をが命にむかわせた原因の第 2 は革命に献身する平凡1•
巾民であ”、た 彼は亡命四族や介入をはじめた外国の兵））に対抗するために

国境へ配備されていく兵 I：やその家族に．愛国心． もっとも強固な自己犠牲

の栢神．献身．関愛心．克己心． II澤幽．希屯．殉教者のような確iふ泰免
咋多くの笈質をみて る これは彼が lfllf,「（1油））で

とた とi!｝いたとき，彼がフランスに感じてし
！こ魅力の核心にあ”)たものとlIijじである これらの災竹は先に犬使的イi•(i:LI
式と対照して）ヽfi.fl的｛確様式と呼んだり逹jjにしたがう人liilにも っとも 多h

にみいだしうるものである しかし第2のイi・9(E様式が1H体制． 1t命とい”,tc
政治制度とは次元を屎にする問題であることはすでに指摘Lたとおりであ

る そのように考えるとこれらの笈竹が発揮される光屈に別の意味が'iえら

れていることに気づくのである リーズ＇Jスはこれらの光屈がしばLば彼の

とたことにふれ．“続けてこれらの光鋲は革命の正しさについて

の ）也の論証のように思えた と，いている すなわち氷命に献身するフフ

ンス人の—-人 -J人が犬と結びつけられているわけである また1命に立ち I.
たフランス国民を．暁の窄にひとり輝き出た 明けの明JI’； になぞらえた

所もある 明けの明J,1"を咄りにしたが．，てFiiちる前の大）礼使Jレシフ rーと

することが許されるとすれば．ここでもフランス人は尺使と結びつけら

れているわけである しかし明けの明J1.tがやがて空から姿を191すように．），

：を追われて地訊のセイクンとなるそのようにフランス

がてロペスピエールのもとで．さらにナボレオンのもとで．＂ i命頭初の

’略主義的I司家へとEii落Lていく ーリーズ'1スは 13ペスピ

107) 
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エールを言イクンとともに地欺へ落ち，r人間のいけにえの血によどれた恐
28 

ろしい王」モウロ ノクになぞらえる これはきわめて適切な比較であると同

時に彼が一貫して反革命を堕ちた天使， 地猿に革命を及善天使，楽園と

結びつけていたことを示している

このようにワーズワスは革命を荷ない，革命の実現する社会に住む 自然

と神のただ一つの主権 にのみ服従する人間を、強く天を連想させるイメー

ジによ ）て、幼，少年時代の彼自身にすなわち天使的存在に近づけている

5とが理解できる さらに傍証として第10巻のロベスビエールの死を語る一
節を提出することができるだろう ワーズッスは1792年11月下旬，あるいは

12月上旬に帰国し，その後彼の革命の理念からますますはなれていく現

実の梢勢や， ロベスピエールとその一派ばかりでなく、彼か天使に擬したフ

ランス人にたいする祖国の開戦などによ って長い苦悩を強いられていた そ

して彼は彼の革命の理念とはあい人れないロベスヒエールがギロチンにかけ

られたことを知るのである ロペスヒエール刑死の知らせを聞く直前，彼は

滞在中のランカシャーのとある寒村への帰途，造かな故郷の空につぎのよう

な光景をみる

Over the smooth sand 

OfL even'sample estuary lay 

My journey, and beneath a genial sun, 

With distant prospect among gleams of sky 

And clouds, and intermingled mountain tops, 

In one inseparable glory clad, 

Creatures of one ethereal substance met 

In consistory, like a diadem 

Or crown of burning seraphs as they sit 

In the empyrean. Underneath this show 

Lay, as I knew, the nest of pastoral vales 

Among whose happy fields I had grown up 
30 

From childhood. 

-f
・ヽ

9

に

雷

紐
g

9
.
o
.＊・ 

tr
し
J

.t

・

'，
c
 

し

1
r
,

』
•
¢

..
 
,“
―
 

』

:B tt 
滉！
.Jn -. 

ヽ
9

9

 

•9 

・・; ょ^
．

邁耕

L
f
 
A
 

.‘
 ！
 

T

T

會ヽ

L

T

W

 

t ． 

，＂ 
9
J
 

ー
し

．
 

1
1
0
 
<． 

~
. 
”
し

このきわめてミルトン的な一節は故郷を天使．楽園と結ひつけて回想する数

多くの箇所の一つである そしてこのような光景を目のあたりにみて．故郷

(108) 
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の楽園に思いをはせていることが・3ペスピ

な影菩を及ぼさず
エールの死に関する彼の感慨に大

にはおかない。uペスビ

スは人間によせてきた彼の侶頼の正
エールの死に歓喜したワース’’J

3 I しさが証明された｀ 不当に遅らされたけ
れKも＇仰大な革新 1は｀E義と平和をめざLて進行し32 
代 が来るだろうと叫ぷ。この r黄金の時代

.Jやがて 「黄金の時

』が直前におかれた一節の影

をこおむって．彼の少年時代の楽ぼに非常に近い意味を持つことになるので

る またこの歓宮は少年時代に遠乗りに出て聖メア

たHを思い出す芙しt
リー寺院の序墟を肪れ

ヘ•一節へとつながり、 r 黄金の時代 ， と彼の少年時代と
の関係をいっそう緊密にしているのである

ワーズウスの革命の理解がこのように独nなものであったこ エクスカー、霞

からも証明できる ．この作品でワース9,．
とは『逍茄篇

／スの一面を代弁する＜孤独の
が，家庭の不キのあまりおちいった放心状態から、 フ＝

ノンス“i命によってよ
みがえったCとを[iil想する品がある，ぐ：孤独の人ヽは革命がもたらすであ

ろう現実界の変貌を．罪彼がみた犬 I：の都のヴィジ [J3)になぞらえる

mgle ~tep... 

opened to my vieヽヽ

Gloり，beyondall gloり，everseen… 
The appearance, instantaneously disclosed, 

¥Vas of a mighty city... 

Fa bric it seemed of d 1 iamond and of golrl, 

¥Vith alabaster domes, and silver spir....,... 

uch as by Hebrew Prn.phets were beheld 

In vision... 

That which I saw was the revealed abode 

Of Spirits in beatitude. 

ここでもワーズワスはぐ孤独の人 のヽ口をかりて，彼が革命を地 l：に神の国

を建設することと感じていたことを，いっそう聖［り的なことばで表現してし

るのである

このようにフランス革命に独自な意義を与えることはひとりツーズ1Iスに

限られたことではなかった。たとえばプレイクは
アレ，， ,ヽ,,.I, が見—/ U ン

，フランス革命』において

旧制度と革命の両勢力の戦を．彼の独自な神話の登也人物．すなわら碩落し

(109) 
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たFI州のい さいの権威を表わすュアリ ーピンと．ュアリゼンの権威か＇ I:み出

したすぺての悪キ否定する怒を象徴する口人の戦としてとらえていた そし

てt1プ｀の勝利か人類の新'kをもたらすという上張をヨハネの黙ぷ録の記’liを
,,,, ャヽ• 9 クペ

利川 Lつつl.utl荊したのだ＞た またコウルリ ノジは 米教的瞑想］や(．, 9., {, 
『諸国民の巡命 て，人類の歴史がi •:,riiの根源的エネルギーとしての神
の祉虹業によ てひたすら千柘i千年をめざして辿んでいくという 考えを殷閑し

た そして神の飯後の帝判はすてにツフンス吊命というかたちをと）ては L

ま ており，＇，｛命のあとには全糾千年か到来することを， r1ijしよ うにヨハネ
:Ih 

の咽小鉗のイメージをlllしヽ て語 Jたのだ』た

蚊後に． ，II'命 rたいする＇／ースツノの Iil心をIIさめさせるのにも）とも 弔汲
な役；［llをはたしたミシ r)し・ポーピ，イの描'liに` IIijしイメー・ンかあるかと

うかを除討しなければならない ソース＇ノスに影親を仔えた人物のなかて ．

『Ir:IIIljに名riiiを北鉗して感謝をささげられているのは 4人にととま）てお

り．ポー l芦 イがその一人てあることは彼の影牌の看要さをしのはせるので

ある 彼は＇／ーズリスカ洞術した l：府のなかでただ一人の共和ヒ投者てあ

り、仲間の 1:1'［からつまはじきされていた ワースワスは しばしは：人き
J. 

りで私は彼と語りあった Iと1にている そして話題はかなり政治則論にか

かわるものであ たように息われる それはたとえば 市民政治のII的とそ
H 

のも っとも骰IIJJな形態， 一
3 9 

111来の偏見と特許の権利， ，4))ともいやしい魂
I 0 

のもちl；がも ＞ヽとも栄える ',,；f廷にたいする攻＂柊． ・人の意息が万人の法
I l 

となる独裁的統治にたいする附悪 であり、長期にわたって抑I［されていた

翡民の'ttIA4てあった そ
、I2 

して（牛を人蔽そうにひいて小追を行く 飢えにさ

し、なまれた小女 lをみ因・ポーービ Lイが われわれか戦，ているのはこうい

うことをなくすためだ ，と叫んだとき． ＇ノーズ＇ノスもこのような釘困．ィ <1E
I ~ 

な権J)のil'i滅した ＇ー「ぺての人類にと ってより良いfI々 の到米ル祈念rる
のだった しかし’ノーズリスにと ってが命はいぜん 哲学者rひきいられた
“ 竹学的合見であり．ポーヒ・ュイ｛iじめその指打者は 神の権威によ って船認

されIc,， 孜済者の栄光の11:＇l9，に従’liする者であったしそして{J支守の実現
9,り

するIll界は rまことの個人の祁厳 」，r神の1叫物である人間の心瑣な本ヤ1:1:9笠
が完全に発揮される1！堺として予見されているのである このようにポーピ
イとの交院は依命ICたいする 'Jーツ、＇ノスの（頃倒を強めたけ れども．彼の独

自な氷命の理念を変更させるものであったとは息われない ，そしてなにより

彼の描いたポーピュ・イの間象がこのことを確証しているとげえる

(l l o) 
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meeker man 

Than this lived :never, or n more benign. 

though enthusiastic to the he.ight 

hil?hest expectation. :Injura 

out most ~nsibly, 

]pine turf. 
~o 

th crushed them. 

工うやさ L< Lた
分卑Lい人々 ．；；

んだ人々のカ

とオノラートウ

分に生れながら彼l Hに見

をCめて自か

であり．

ぅ

と

た王党派の •l:1"fにセイ

ところでワーズ＇］スカ

えていたというこ

うこと

名の人々 に結びつけられていた

だす人と Lて，彼はわれわれ
~ I 

じている これは竹打できる砒

ンをみた彼としては当然の意見であろ

うに芙しい詩的な理念で

治

明な政治的判断をもぷすのである たとえば恐怖B

つのリばとして．イギリスの対仏宜戦がジャコパンの過激派に

的． U叩的な中心となる公安委U会、没凶のu・火を仔えたこと． また・；；ャコ
つの党派がそれぞれ井常に異なク、た理由から

S 2 

時代の復雑なJ]関係に即解をぷした箇所がそれである
てはす・

u 
くれた政治的ii?ijJであった このような現）頂的1

ワーズ’Jスは・ンロンド党にもっとも共感をよせて． その主

とに革命が進行して， •ノサンス人のために真に f1 由．平等．博愛の
とずく社会が‘又現されることを悲顧としていた ，フランス氷命のう

に地上の楽園のイメージをみようとした'7ーズ’1スを．この現

『／スが1蹄後から醒めたt1でみまもっていた この削めた’7ーズ＇］スが詩的 t

イメージでが命を語ることをちゅうちょさせた-つの原因となっただろう

しかしさらに前要な原因は ':IfI!！li［第7在でワーズ’Jスが到逹したことを

ぷした人ftl的{HE様式の理解であるこの理解は火関にはHi命にたくした

・オ

111 
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夢を破られたあとで彼か到達したものであるかも知れない すなわち 序

曲 第 7巻に描かれているロンドン滞在の記録にはフランスヘ出発する前の

約3ヶ月半の滞在のほかに 1792年11月または12月の帰国から'93年 7月上

旬頃までの滞在、さらに1795年 2月上旬から 8月までの滞在の経験が，ちょ

うとオルレアンとプロワの経験が融合されたように融合されている可能性

かある しかし実際の伝記上の事実がどうであれ、作品 序曲』ではワース

ワスはこの理解を革命の前においているのである したがって 咋序曲』では

彼がこの理解によ ）て超えたはずの天使的存在としての人間を革命のうえに

みることにたいするちゅうちょが現われることとなったのである

このような作品構成がぽかにも徴妙な陰彩を生んているように思われる

たとえばワーズワスが共和主義者となったことを述べる箇所にそれがある

I gradually withdrew 
s s 

In to a noisier world. 

5 4 

彼は ロアール河畔にある町 に落ちつくとしばらく上流階級のクラプに出

入りして，洒を飲み， トランフに興じていた 上の表現の中心は彼の足がこ

のような社交場からだんたん遠のいていったことにあり、革命に歓喜する民

衆の中に身をおいたことをその結果として表現したのである これから革命

によせた↑け熱を語ろうとする瞬間にこのような消極的な表現がまぎれこんだ

のは、このtけ熱をすでに超えて、革命の成否とはかかわりのない境地を追求
しているワースワスかいるからである

また同し理由から第9巻でも っとも印象的なボービュイ｛象にも徴妙な二重

性か生れる 彼の映像の一面かキリストと結びつくことはすでに指摘した

しかし同時に彼を踏まれたときも）とも駿郁と香るアルフスの花にたとえた

箇所はまた別の人間像とも結ひつくのである それは、たとえば

now his feet 

Crush out a livelier fragrance from the flowers 

Of lowly thyme, by Nature's skill enwrought 
5 6 

In the wild turf 

のような表現を媒介として第8巻の羊飼と結びつくのである ワースワスの

(112) 
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Ii:i]想に浮ぷ輝n1は時には霧をぬってその姿を拡大され、またときには落f)の

て栄光の1況につつまれて出現し． tこしかにあの rlふや
飼」を連想させる．しかし第8巻ではツーズッスはこの判桓］がけっして rょ

蹄，]』でもなければまた古典牧歌に歌われる理想郷の羊飼でもなく．視

夷の：i．i悩を毅然として(iiつて生きる人々であったことを悟ったと、．fっている

のである そして判洞の栄光の姿は彼にとって新しい意味をもちはじめ、そ

のような人間の苓厳の象徴となったのである ポーピュイにツーズ＇ノスの 1fi
, U ス t

命の理念にそったばき蹄叱をみることはもちろん正し応しかし同時に

')れわれは別のr堆飼の姿をもみなければならないのである
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